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〈スマート農業特集〉─食農リサーチ─

小規模事業者向けの会計ソフト・システムの
開発・販売も手掛けており、現行の農業会計
ソフト「農業簿記11」のユーザー数は４万件
に及ぶ。また、全国で８割を超えるJAがソリ
マチの記帳代行システムを利用して約６万件
の組合員の記帳支援を行っており、これらを
合わせるとソリマチが関わる農業会計データ
は約10万件と業界トップのシェアを誇る。
日本農業というマクロの視点では、高齢化

による農業人口の減少、後継者不足の加速化
など多くの課題を抱えており、“農業はもうか
らない産業”とくくられてしまうことも多い。
しかしソリマチでは、事業を通じて様々な農
業経営者と接するなかで、優良な経営は少な
からず存在し、収益を確保できている経営に
は共通する特徴や成功の種があることを肌感
覚で感じてきた。
そこで、ソリマチがもつ農業会計のノウハ

ウとデータを活用してそれらを可視化し、農
業経営者に気づきや意欲、経営力向上のヒン
トを提供することが、所得向上ひいては日本
農業の発展につながると考え、2020年４月に
（一社）農業利益創造研究所（以下「同研究所」）
を設立した。
公益にかなう事業として第三者的かつ客観

的な立場を担保し、高い専門性を確保するため、
農業経営やデータ分析に詳しい外部の専門家
の協力を得てデータ蓄積と分析を進め、21年５
月より専用サイト（https://nougyorieki-lab.or.jp）
にて情報を公開している。

3　日本最大の農業会計ビッグデータ
同研究所の強みはデータ数の多さにある。

対象データは、ソリマチの専用クラウドスト
レージサービス「安心データバンク」の登録

1　農業経営におけるデータの活用状況
2020年農林業センサスによれば、「データを

活用した農業経営を行っている」と回答した
経営体の割合は、法人経営を中心とする団体
経営体では45.6％となっているが、個人経営
体では15.9％と２割に満たない状況にある。
一方で、青色申告を実施している農業経営

体の割合をみると、個人経営体においても３
割を超えている（第１表）。そのうち、複式簿
記を採用して貸借対照表・損益計算書を作成
している経営体が半数以上を占め、経営体数
では18万経営体を超えており、データの活用
には至っていないものの分析可能な財務デー
タを保有している経営体は少なくない。
農業経営体のなかでも、個人経営体は労働

力が限られており、経営主が経営管理のみな
らず自ら生産・販売を担っていることがほと
んどである。データを活用したくとも、それ
に費やせる時間や労力がない、もしくはその
方法がわからないためにできていないという
ケースも多くあると推察される。

2　農業会計データを活用した気づきの提供
ソリマチ株式会社（以下「ソリマチ」）は、青

色申告対応の農家向けソフトを出発点に、中・
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農業会計ビッグデータで利益創造の手法を探る
─ （一社）農業利益創造研究所の取組み ─

総数 データを活用した
農業を行っている

青色申告を
行っている

経営
体数

経営
体数 割合 経営

体数 割合

農業経営体 1,075.7 182.6 17.0 382.0 35.5
個人経営体
（農家） 1,037.3 165.1 15.9 356.0 34.3

団体経営体
（法人等） 38.4 17.5 45.6 26.0 67.9

資料  農林水産省「2020年農林業センサス」、統計委員会第107回
産業統計部会農林水産省提出資料をもとに作成

第1表　 農業経営におけるデータの活用状況
（単位　千経営体、％）
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しめるツールとして「わたしの農業ランク」
を公開している。
これは、収入金額、世帯農業所得、減価償

却費、経営面積、借入金残高等の主要な会計
データについて、自らの経営がどの位置にあ
るのかを気軽に把握できる仕組みで、個人の
青色申告決算書データを母集団として項目別
の度数分布が作成されており、農業者が自ら
の経営数値を入力すると６区分のランクのど
こに位置づいているかが表示される。品目を
横断した総合ランキングのほか、普通作、野
菜作、果樹作、畜産といった営農類型別にも
ランキングを把握することができる。
今後、さらにデータ蓄積が進めば、増益を続

ける農業経営体の時系列データにもとづく分
析なども可能となる。また、画像処理に強いと
いうAIの特徴を生かし、経験則としていわれ
る“農場の整理整頓がなされている経営は収
益性も高い”という仮説について、農場の画像
データと会計ビッグデータを組み合わせて検
証するなど、ビッグデータ×AI分析ならではの
手法の開発も積極的に進めていくこととして
いる。農業経営データ分析における新たな境地
の開拓に向けた、今後の取組みが注目される。

（こばり　みわ）

者のうち利用許諾が得られた農業者のデータ
を個人情報が特定できないよう加工した形で
ソリマチから提供され、その数は21年時点で
約２万件となっている。農業経営の収支に関
する統計やデータ分析結果には、農林水産省
「農業経営統計調査：営農類型別経営統計」や
日本政策金融公庫の情報戦略レポート「農業
経営動向分析結果」があるが、個人経営体に
かかる集計対象者数はおおむね３～４千経営
体であり、それらの５倍あまりに及ぶ。

4　定量分析と定性分析の組み合わせ
現在、同研究所では、科目が統一され分析

用に加工しやすい個人の青色申告決算書デー
タを中心に分析を行っている。取組み初年度
の19年データでは、稲作専業農家（約1,700件）
の分析に重点を置き、結果概要をコラムとし
て公開している（第２表）。そのテーマは、サ
ラリーマン世帯との世帯収入比較、作物別の
収益性、農機の減価償却費等の経費、借入金
額など、収支全体に関するものから費用の細
目に着目したものまで非常に幅広い。分析方
法も、世帯農業所得等をクロス軸とした比較
分析やAIの機械学習による対象農家の類型化
など多岐にわたる。
また、データ分析結果の解釈には、実際に

農業者がどのような意識をもって意思決定、
行動をしているのかといった、会計データの
みではうかがえない定性的な情報も不可欠と
なる。そこで、同研究所では、ホームページ
を通じた農業者等へのアンケートのほか、全
国に拠点をもつソリマチのネットワークを生
かして農業経営者へのインタビューやヒアリ
ングを実施している。

5　データ活用の裾野を広げる
農業でデータ活用が進まないもうひとつの

要因としては、難しそうで自分にはできない、
と農業者が手を着ける前から敬遠してしまう
ケースも少なくないことがある。そこで同研
究所では、誰もが気軽に会計データ分析に親

掲載日 データ分析の概要
5月19日 サラリーマン世帯と稲作農家の世帯収入比較
5月19日 AI分析にもとづく高所得農家の特徴
5月19日 戦略作物の組合せと収益性
5月31日 稲作専業農家の業況
5月31日 農業経営費（減価償却費）

6月7日 稲作耕地面積別のコスト率
6月14日 都道府県別農家所得額ランキング
6月21日 農機の活用方法と所得額の関係性
6月28日 都道府県別世帯農業所得率
7月5日 作業受託が全体の所得に与える影響
7月12日 麦・大豆の収益性比較
7月26日 稲作専業農家の費用構成
8月2日 もうかる稲作専業農家の経営内容
8月16日 所得額と借入金額との関係
資料 農業利益創造研究所HPをもとに作成
（注） 21年8月23日現在で確認されたものを記載。

第2表　 稲作専業農家データ分析にもとづくコラム
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